エンデュランス規程ガイダンス・ノート
FEI Endurance Rules 2013

 Notes for Guidance
ＦＥＩエンデュランス競技会規程（8訂版2013年1月1日発効）
付帯資料

第804.2.4項　　　
804．2．4
例外的な状況：このような例外的な状況とは、突然に発生し、かつ、ライダーおよび／または馬に対して、大会開催中に回復不能で不公平なリスクを与えることが当然に予想できる事柄である。こうした決定をおこなうための事例とアドバイスは、「ガイダンス・ノート（Endurance Notes for Guidance）」に記載されている。
ガイダンス・ノート：

遭遇する確率が最も高い状況は、ライド当日の天候に関するものである。
雷雨と洪水は、役員が競技会を一時中断するか中止するかの決断を迫られる二大要因である。
参加者の最終的な順位がどのように処理されるのか、を考慮しなければならない。

第804.3.4項　
804．3．4
壊滅的な事件または状況：突然に発生し、かつ、選手および／または馬の安全に対して危険なリスクとなると判断され、かつ、コースの変更、大会の延期または遅延によって避けられない事象である。こうした決定をおこなうための事例とアドバイスは、「ガイダンス・ノート」に記載されている。
ガイダンス・ノート：

このような状況のもっともよくある要因は、暴風雨と鉄砲水である。この場合、役員が決断できる唯一の行動は、競技会の中止である。
方針を決定する際には、地方自治体、警察、最も近い気象局から専門的な情報を求めるのが、賢明である。
第806.1項
806．1

この競技では、走行時間の計測が重要な要素となるため、組織委員会は時間計測をおこなう区間ごとに、時刻合わせをした高精度の時計を使用し、公認資格を有する者が各選手のスタート時刻とゴール時刻を正確に計測し、かつ記録するように配慮する。（「ガイダンス・ノート」参照）
ガイダンス・ノート：
大会運営者が電子的な計時システムを提供することが、現在、一般的な慣習となっている。

FEIは、3*競技会では常に電子的な計時システムを使用することを推奨する。

しかし、システムが使用できない場合、また、使用できる場合にも第二の「バック・アップ」システムとして、紙へのプリントアウト(hard copy)または第二の電子的な計時システムを備えておくべきである。

第806.2項

806．2

各選手は、各大会ごとに、タイムカードもしくはそれに代わる、条件を満たし信頼できるものの発行を受ける。（「ガイダンス・ノート」参照）
ガイダンス・ノート：
これらの「タイム・カード」は、実際のカード・コピー、あるいは「スラッシュ・カード」スタイルのアイテムの、どちらを使用してもよい。このような「スラッシュ・カード」では、ベト・ゲート内にいるあいだ選手が彼らの計時記録にアクセスできるようにする。

第806.5項

806．5

強制休止において、ベト・ゲートシステムを採用しなければならない。（「ガイダンス・ノート」参照）
ガイダンス・ノート：

ベト・ゲート・システム全体の詳細は、「FEI獣医規程」(FEI Veterinary Regulation)に記載されている。
ベト・ゲートは、スタートからゴールまでの「一方通行」システムに沿うように配置されるべきであり、いったん獣医検査のためにプレゼンテーションされてから、獣医の前でのプレゼンテーションのために遅れる、ということがないように、設計されなければならない。
ベト・ゲートそのもののデザインを仕上げる際には、ベト・ゲートの実施要綱（”vet gate protocol” ：FEIが発表し、適宜更新したもの）を参照し、使用しなければならない。
第807条第6.4項　　　

807.6．4

その他の「許可される援助」については、「ガイダンス・ノート」を参照のこと。実施要綱は、その大会に限定されたものである。

ガイダンス・ノート：

近年、環境保護の必要性が、エンデュランス競技会においても重要性を増している。
こうした状況ゆえ、OCはFEIと協力し、援助の提供において許可されるものとされないものとを大会実施要綱の中で指示するべきである。

この指示の中には、以下の事項を含む。すなわち、どこで援助を与えてよいか（水場）、援助を提供する際に許可される車両の台数や指定された援助ポイントにアクセスすることを許可される公式クルーの人数に対し、制限が加えられるか否か、といった事項である。

第807.7．4項

807.7．4

コース上またはすぐ近くのアクセス・トラックと定義された道（「ガイダンス・ノート」参照）で、車両が、競技者の前後、あるいは脇で一緒に走ること（第807.6.1項の規定があるといえども本条項は守られるべきである）。

ガイダンス・ノート：

FEIエンデュランス規程2013年版では、ある一定の競技会ではコース・デザイナーが必要であると、初めて定められた。その他すべての競技会では、この仕事は技術代表が処理する。もしトラックや区間によって車道が指定された馬のトラックに隣接している場合、馬やライダーを傷つけるかもしれないリスク、または、土ぼこりや砂や排気ガスによってウェルウエアが損なわれる可能性を考慮しなければならない。したがって、コース・デザイナーまたは技術代表は、車両がこのような隣接したトラックを使用することに危険やリスクがあると確信する場合は、こうした使用を禁止することができる。
　

第808.2項　　

808.2

エンデュランス競技実施要綱に関する追加事項については、「ガイダンス・ノート」を参照されたい。

ガイダンス・ノート：

FEI一般規程(FEI General Regulation)には、FEI実施要綱の申請と認可について、具体的な締切日がリスト化されている。
さらに、認可された実施要綱への変更についての最終締め切り日の詳細も、規定されている。その中には、競技会そのものの日程変更についての締め切りも、規定されている。

第816条　

出場資格取得手順および能力証明｛CoC(Certificate of Capability=能力証明)｝（Endurance Notes for Guidance for Transitional Arrangement「移行措置に関するエンデュランス・ガイダンス・ノート」を参照されたい）

ガイダンス・ノート：

各回の選手権大会に参加するにあたり、CoCは、FEIウェブサイトからダウンロードできる。
CoCのタイプは2つある。スタンダード資格とエリート資格である。

CoCには、選手または馬が必要とされる／正式に公表された基準を完全に満たしているかどうかをFEIがチェックできるように、完璧な詳細が記載されていなければならない。
そのCoC（ノミネーテッド・エントリ―の時点で提出することが義務付けられている）に検印を押し署名をした国内馬術連盟（NF）によってなされている説明を確認するためにFEIは可能な作業をするが、当該選手または馬がノミネーテッド・エントリ―の際に証明書通りの資格を正しく得ていることを保証する責任は、依然として関係する馬術連盟にある。
ノーヴィス資格：

2012年12月31日以前に国内の出場資格取得の手続きを開始したすべての選手／馬は、旧規程のもとで自らの出場資格取得を完成させることができる。ただし、最初の国内出場資格取得のための競技会から24カ月以内に終えなければならない。
2013年1月1日以降に出場資格取得を開始したすべての選手／馬は、新規程のもとで資格取得をおこなわなければならない。

第821.2.3項　　
821.2.3

しかし、このリストはすべての違反行為を網羅しようとするものではなく、競技場審判団およびスチュワードの正しい判断が不可侵のものである。（「ガイダンス・ノート」参照）

ガイダンス・ノート：

ベト・ゲートのプレゼンテーション後の馬の脈拍測定の評価を遅延させようとする一切の行為は、タイム・ペナルティの対象となる。こうしたタイム・ペナルティはホールド・タイムに加算され、それによって、その出場人馬の次の区間へのスタートが遅延される。
ホールド・タイムに加算されたペナルティ・タイムは、プレゼンテーションの遅延時間にできるだけ近いものにするべきである。

馬を脈拍査定のためにできるだけ迅速にプレゼンテーションする責任は、馬に付き添っている人間のみに負わせられるものである。

獣医師団に対するタイムリーなプレゼンテーションが故意に避けられていると競技場審判団が確信した馬については、競技場審判団は、獣医師団の専門委員団(veterinary panel)のメンバーに対し、その馬の脈拍評価に即座に着手することを要求すべきである。

第822条第6項　　

822.6
ベスト・コンディション賞決定の手続きについては、「ガイダンス・ノート」に規定されている。ベスト・コンディション賞の審査対象者は、すべて、薬物検査の対象となる。

ガイダンス・ノート：

BC賞の審査対象となった馬は、以下の場合はその審査協議からはずされる。すなわち、専門委員団(panel)から一貫してレームと判断された場合、力不足や疲労のためにトロット・アウトできない場合、あるいは、代謝能力の数値から代謝能力の低下が判明した場合、である。
BC賞の審査は、通常、競技会当日におこなわれる。審査員が用いる審査基準の詳細は、審査開始に先立って公表されるべきである。

BC評価(BC Evaluation)（FEIウェブサイトwww.fei .orgからダウンロードできる）は、同じ配点の4つのセクションに分かれている（各セクション100点ずつ）。

セクション1
表彰ポイントとして、1位でゴールした馬と比べた時の順位にしたがって与える。
セクション2
ゴール後を除く各区間のリカバリー・タイムに対してポイントを配分する。

セクション3
従来の獣医検査の結果に対して配点する。配点表は以下のとおり：

	スキン・テスト
	毛細血管再充満時間
	粘膜
	腸音
	表面の状況

	秒
	ポイント
	秒
	ポイント
	秒
	ポイント
	秒
	ポイント
	
	

	1
	10
	12
	10
	A
	10
	異常なし
	10
	傷害なし
	10

	2
	7.5
	23
	7.5
	B
	7.5
	軽度の減少
	7.5
	軽傷
	7.5

	3
	5
	34
	5
	C
	5
	中等度の減少
	5
	中等度
	5

	4
	2.5
	45
	2.5
	D
	2.5
	激減
	2.5
	重症
	失格

	スコア
	
	スコア
	
	スコア
	
	スコア
	
	スコア
	


セクション4
これは、通常のBC賞判定で重量を考慮している国のためのオプションである。このスコアは、BC賞審査対象のライダーのうち最も重い体重から対象となるライダーの体重を差し引いた差である。スコアは、この差を100から引いたものである。

BC賞は、4つのセクションのスコアを合計して最高点となった馬に贈られる。
第825.4．12項
すべてのCEI1*、2*および3*の競技会において、FEIは、関係する国内馬術連盟から受領した要求に従い、「ガイダンス・ノート」に規定された条件を遵守しつつ、「一般規程」第149.10項の適用免除を与えることができる。
ガイダンス・ノート：

「FEI一般規程」が示すところによれば、FEI競技会の審判員を務める競技会役員は、「国内的な」(“National” type)の競技会に関与すべきではない。
同様に、「FEIエンデュランス規程」が明確に記すところによれば、FEI競技会に参加する人馬が、競技会のあいだ、別の人馬に伴走されること、あるいはまた「ペースメーカーとして走る」ことは、許されない。

FEIは、申請があった際には、「国内競技会」と「国際競技会」(“National” and “international”)を組み合わせた競技会の承認を検討し、もしこのような承認が与えられた場合は、技術代表と審判団長に助言をおこなう。

技術代表と審判団長は、FEI競技会役員が国内競技会も監督しつつ、それでもなお自らの責務を全うできることを確実にしなければならない。また、技術代表と審判団長は、以下のことも確実にしなければならない。すなわち、競技会の国内出場人馬が海外からの出場人馬に対してペースメーカーとしてであれ、あるいはその他の援助の形であれ、いかなる形態の援助も与えられないように競技会のタイミングを設定するように、しなければならない。こうした援助は、海外からの出場人馬に対して何らかの不正なアドバンテージを与えるもの、と解釈される可能性がある。
役員の任命と昇進
ガイダンス・ノート：

以下の基準は、FEIエンデュランス役員になることを望む者、あるいは現在の役員よりも高いステータスに昇進することを望む者に関するものである。また、到達したステータスを維持することについても、詳細な説明をおこなっている。
FEIは、適宜、FEIエンデュランス技術委員会および獣医委員会による勧告と相まって、必要に応じて、これらの基準を更新／修正する。
このような変更をおこなう際には、必ず事前に各国馬術連盟と相談するとともに、こうした基準変更に先立ち、告知のために、FEI総会の議案に上程される。

スター・ランク　：　審判員(Judges)
2*FEI役員に任命されるために、応募者が得るべき資格：

・当該年またはその前年に、CEIで競技場審判団員または上訴委員会のメンバーを経験した、もしくは、国内競技会で競技場審判団長をつとめた。

・１つまたは２つの公用語を話すことができる。

・FEIの「国際審判員候補」(International Candidate Judges)のためのコースである「エンデュランス審判員のためのFEIレベルⅠコース」（”FEI Level Ⅰ Course for Endurance Judges”）にて資格を取得した。
・「FEI国際審判員候補」(FEI International Candidate Judge)に任命された。

・2回の競技会（国際大会が望ましい）で、「組織委員会」(Organising Committee)のメンバーとして、もしくは「チーフ・スチュワード」の補佐として、もしくは「チーフ・スチュワード」として、活動した。

・60歳以下が望ましい。

3*FEI役員に昇進するために、FEIエンデュランス審判員が得るべき資格
・過去に、2年間のあいだに少なくとも3回の1*または2*レベルのCEI競技会で競技場審判団員を経験した。
・当該年またはその前年に、CEI1*競技会で、競技場審判団長として活動した。

・FEIの「エンデュランス審判員のためのレベルⅡ国際審判員」コースで資格を取得した。
・少なくとも2年間または2シーズンいっぱいのあいだ、2*審判員であった。

4*FEI役員に昇進するために、FEIエンデュランス審判員が得るべき資格

・過去に、2年間のあいだに少なくとも3回の3*レベルのCEI競技会で競技場審判団員を経験した。
・当該年またはその前年に、CEI2*競技会で、競技場審判団長として活動した。

・過去12か月間に、レベル2Ⅱ(3*4*)コースに出席した。
・少なくとも2年間または2シーズンいっぱいのあいだ、3*審判員であった。

すべての役員は、上記の基準を満たして資格を取得した後、自らのステータスに相当するコースに、少なくとも3年に一度は、出席しなければならない（2*- レベルⅠ／3*および4*- レベルⅡ）。近年我々のスポーツには多くの変化があったため、安全とウェルフェアのために、この条件は強制的なものであるべきだ、と思われる。同意された期限内にコースに出席しなかった者は、制限期間内に従うよう通知を受ける。従わない場合は、レベルダウン／FEIリストからの削除となる。
スター・ランク：技術代表(Technical Delegates)
2*技術代表に任命されるために、応募者が得るべき資格：

・当該年またはその前年中に、国内競技会で技術代表もしくはそれに相当する役職をつとめた。
・１つまたは２つの公用語を話すことができる。

・「FEI国際エンデュランス審判員」(FEI International Endurance Judge)ステータスを有している。

・FEIの「技術代表」のためのコース‐レベル1(2*)で、資格を取得した。
・60歳以下が望ましい。

3*FEI役員に昇進するために、FEI2*技術代表が得るべき資格
・過去に、2年間のあいだに少なくとも3回の1*レベルのCEI競技会でFEI2*技術代表をつとめた。

・FEIの「技術代表レベル2(3*4*)」のためのコースで資格を取得した。

・少なくとも2年間または2シーズンいっぱいのあいだ、2*審判員であった。

4*FEI役員に昇進するために、FEI3*技術代表が得るべき資格

・過去に、2年間のあいだに少なくとも3回のCEI競技会で（2*レベル以上の競技会、そのうちの１回は3*でなければならない）、FEI技術代表をつとめた。

・過去12か月のあいだに、レベル2(3*4*)リフレッシャー・コースに出席した。
・少なくとも2年間または2シーズンいっぱいのあいだ、3*技術代表であった。

すべての役員は、上記の基準を満たして資格を取得した後、自らのステータスに相当するコースに、少なくとも4年に一度は、出席しなければならない。近年我々のスポーツには多くの変化があったため、安全とウェルフェアのために、この条件は強制的なものであるべきだ、と思われる。同意された期限内にコースに出席しなかった者は、制限期間内に従うよう通知を受ける。従わない場合は、レベルダウン／FEIリストからの削除となる。

スター・ランク　：　獣医師(Veterinarians)
2*FEI獣医役員に任命されるために、応募者が得るべき資格：

・10回のFEIもしくは国内競技会(National Event)で獣医委員会のメンバーをつとめた。

・１つまたは２つの公用語を話すことができる。

・当該年またはその前年に、FEIの「国際獣医師(International Veterinarians)」コースにて資格を取得した。

・60歳以下が望ましい。

3*FEI獣医役員への昇進

3*FEI獣医に昇進するために、FEI2*エンデュランス獣医師が得るべき資格

・過去に、2年間のあいだに少なくとも4回の1*または2*レベルのCEI競技会で、FEI獣医委員会の2*メンバーをつとめた。

・少なくとも2年間または2シーズンいっぱいのあいだ、2*獣医師であった。

・当該年またはその前年に、FEIの「国際エンデュランス獣医師(International Endurance Veterinarians)」コースで資格を取得した。

4*FEI獣医役員の昇進

4*FEI役員に昇進するために、FEI3*エンデュランス獣医師が得るべき資格

・過去に、3年間のあいだに、少なくとも2回の2*レベルのCEI競技会で、FEI獣医委員会の委員長または外国人獣医代表をつとめた。

・過去に、3年間のあいだに、少なくとも3回の3*レベルのCEI競技会で、FEI獣医委員会の3*メンバーであった。

・過去に、3年間のあいだに（訳者注：原文の誤りがあると思われる箇所。「過去3年間に」と併記されている。）少なくとも1回の、馬術競技医学および／または運動生理学をテーマとする継続教育イベント（セミナー／コンファレンス）もしくはこれに匹敵するFEIのコースに出席した。
・少なくとも3年間または3シーズンいっぱいのあいだ、3*獣医師であった。

すべてのFEI獣医役員は、上記の基準を満たして資格を取得した後は、2年ごとに少なくとも4回のFEIエンデュランス競技会で役員をつとめ、自らのステータスに相当するコース（すなわち相当するスター・レベルへの昇進に必要なコース）に出席しなければならない。近年我々のスポーツには多くの変化があったため、安全とウェルフェアのために、この条件は強制的なものであるべきだ、と思われる。すべてのFEIエンデュランス獣医師は、ルール、実施要綱（プロトコル）、除外／禁止事項における変更について、常に最新の知識を持っていることが望まれる。同意された期限内にイベント参加／コースへの出席をおこなわなかった者は、制限期間内に従うよう通知を受ける。従わない場合は、レベルダウン／FEIリストからの削除となる。

スター・ランク　：　FEIエンデュランス公式診療担当獣医(Endurance Veterinary Treatment Official)
2*FEIエンデュランス公式診療担当獣医に任命されるために、応募者が得るべき資格：

・開業獣医師のための証明／登録要件を満たす。

・卒業／登録後少なくとも2年間、馬の獣医医療の実践経験がある。

・馬の医療の臨床経験が、現在の臨床診療全体の25％以上を占めていなければならない。

・3回のFEIまたは国内競技会で獣医委員会のメンバーをつとめ、かつ、5回のFEIまたは国内競技会で公式診療担当獣医をつとめ、そのうちの2回は3*もしくはそれに匹敵するCEN（訳者注：原文の誤りか？）競技会で公式診療担当獣医補佐としてつとめていなければならない。
・FEIの「国際エンデュランス獣医師」のためのコースで資格を取得した。

・60歳以下が望ましい。

3*FEI役員に昇進するために、FEIエンデュランス診療担当獣医(FEI Endurance Treatment Veterinarian)が得るべき資格

・過去に、2年間のあいだに少なくとも4回の1*または2*レベルの競技会で公式診療担当獣医をつとめた。

・競技用馬の疾病、特にFEIエンデュランス技術委員会によって承認されたエンデュランス・ホースの治療についての上級者向けコースを修了していること。CV（英文履歴書）をエンデュランス技術委員会に提出する。参考資料として、エンデュランス・ホースの疾病の治療における診断と技術を示す2つの症例を添えること。
4*FEI役員に昇進するために、FEIエンデュランス診療担当獣医が得るべき資格

・過去に、3年間のあいだに少なくとも2回の2*レベルの競技会で診療担当獣医をつとめた。

・過去に、3年間のあいだに少なくとも3回の3*レベルの競技会で3*診療担当獣医をつとめた。

・過去に、3年間のあいだに少なくとも1回の、馬術競技医学および／または運動生理学をテーマとする継続教育イベント（セミナー／コンファレンス）もしくはこれに匹敵するFEIのコースに出席した。

以上
